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勉誠社

●ご注文について
・弊社ウェブサイトよりご注文を承ります。
　https://bensei.jp
　各種クレジットカード、paypal（クレジットカード・デビットカード）でのご決済が可能です。
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　未入力の場合、割引が適用されず、定価でのご請求となります。ご了承ください。

・メール添付、FAX、電話でもお受けしております。
　ご氏名・ご住所・電話番号・公費／私費の区別・公費の場合は必要書類・宛名・日付の有無をお知らせください。

・3000円以上のお買い上げで、国内全国送料サービス（※海外への配送に関しては、実費を頂戴します）

割引クーポンコード：f0642dd7d7
（期限：～2024年7月31日）

謹啓　
　日頃より、弊社をお引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　さて、この度、会員様対象の特別割引セールを行うことになりました。
　当リストの新刊・近刊書籍をはじめ、勉誠出版タイトル全品が対象となります。
　この機会にぜひともご購入をご検討くださいますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。　

謹白

全品20％OFF

東方学会 会員様対象

＊ウェブサイト以外の方法によるご注文の際は、
　東方学会の会員であることをお知らせください。

特別割引のご案内

●ご連絡先
Mail info@bensei.jp
電話 03-5215-9021　
FAX 03-5215-9025



書　名 著者名 刊行年月 ISBN 定価 割引価格 注文数

世界神話伝説大事典（オンデマンド版） 篠田知和基・丸山顯德　編 2023/10 80036-1 27,500 22,000

江戸時代前期出版年表〔万治元年～貞享五年〕 岡 雅彦　編 2023/03 32029-6 35,200 28,200

書物学　第25巻　古典籍の文献学―鶴見大学図書館の蒐書を巡る 編集部　編 2024/04 30725-9 2,200 1,800

書物学　第24巻　100年くらい前の本づくり―近代日本の製本技術 編集部　編 2023/04 30723 2,200 1,800

書物学　第23巻　文化財をつなぐひと・もの・わざ

　―香雪美術館書画コレクションを支える装潢修理の世界
編集部　編 2023/04 30724-2 1,980 1,600

書物学　第22巻　禅寺の学問―相国寺・両足院の知の体系 編集部　編 2023/02 30722-8 1,980 1,600

近刊 和紙を科学する　製紙技術・繊維分析・文化財修復 大川昭典　著 2024/06 35002-6 4,620 3,700

近刊 近世長崎渡来人文運史　言語接触と文化交流の諸相 若木太一　著 2024/06 32044-9 14,300 11,400

近刊
永平廣録 大全―『祖山本 永平廣録』訓読・訳註・補注参究ならびに

解題・関連資料集成
大谷哲夫　著 2024/06 31017-4 71,500 57,200

近刊 増補改訂版　室町時代の将軍家と天皇家 石原比伊呂　著 2024/05 32047-0 9,900 7,900

近刊 戦後出版文化史のなかのカストリ雑誌 石川巧　編集代表／カストリ雑誌編集委員会　編 2024/05 39039-8 3,080 2,500

増補改訂版　図像学入門―疑問符で読む日本美術 山本陽子　著 2024/04 37014-7 2,640 2,100

古文書修復講座―歴史資料の継承のために 神奈川大学日本常民文化研究所　監修／関口博巨　編 2024/03 32035-7 4,180 3,300

三井大坂両替店の顧客信用情報―享保一七年から明治二年まで 萬代悠　編 2024/03 32042-5 16,500 13,200

「見える」ものや「見えない」ものをあらわす

　―東アジアの思想・文物・藝術
外村中・稲本泰生　編 2024/03 37012-3 15,400 12,300

湖北省留日学生と明治日本 王鼎　著 2024/03 32043-2 7,700 6,200

器と信仰―東アジアの舎利荘厳をめぐる美術史・考古学からのアプ 加島勝　編 2024/03 32041-8 16,500 13,200

彰義隊士の手紙―続『新彰義隊戦史』 大藏八郞　著 2024/03 32036-4 22,000 17,600

日本近世史入門―ようこそ研究の世界へ！ 上野大輔・清水光明・三ツ松誠・吉村雅美　編 2024/02 32034-0 4,180 3,300

コレクションと歴史意識―十九世紀日本のメディア受容と「好古家」のま 古畑侑亮　著 2024/02 32038-8 11,000 8,800

近世後期の海防と社会変容 清水詩織　著 2024/02 32037-1 11,000 8,800

朝鮮時代ソウル都市史 高東煥　著／野崎充彦・金子祐樹　訳 2024/02 32039-5 9,900 7,900

泰山諸神の信仰の展開―東岳大帝から碧霞元君へ 二ノ宮聡　著 2024/01 31018-1 8,800 7,000

物語る仏教絵画―童子・死・聖地 山本陽子　著 2023/10 37011-6 11,000 8,800

紙のレンズがひらく古典籍・絵画の世界
江南和幸・佐藤悟・横井孝（新コディコロ

ジー研究会）　編
2023/11 39036-7 4,950 4,000

国宝「三十帖冊子」　修理から見えてきたもの 総本山仁和寺　監修／宇都宮啓吾　編 2023/12 31012-9 13,200 10,600

増補改訂　江戸の異性装者たち―セクシュアルマイノリティの理解の

ために
長島淳子　著 2023/12 32033-3 3,520 2,800

古文書研究　第96号 日本古文書学会　編 2023/12 32406-5 4,180 3,300

本朝麗藻詳注 柳澤良一　著 2023/11 39030-5 30,800 24,600

東アジアの王宮・王都と仏教 堀裕・三上喜孝・吉田歓　編 2023/10 32032-6 13,200 10,600

江戸時代初期出版年表〔天正十九年～明暦四年〕（オンデマンド版）

岡雅彦・市古夏生・大橋正叔・岡本勝・落

合博志・雲英末雄・鈴木俊幸・堀川貴司・

柳沢昌紀・和田恭幸　編

2023/10 80452-9 27,500 22,000

重要文化財　東福寺五百羅漢図　修理と研究 石川登志雄　編 2023/10 37010-9 24,200 19,400

日本人の読書―古代・中世の学問を探る 佐藤道生　著 2023/09 39033-6 13,200 10,600

機巧の文化史　異聞―海を渡った三台のからくり人形 村上和夫　著 2023/08 32031-9 4,950 4,000

天地の間に己一人生きてありと思ふべし―熊沢蕃山「コスモポリテ

ス」の地平
大橋健二　著 2023/08 31016-7 4,950 4,000

古文書研究　第95号 日本古文書学会　編 2023/07 32405-8 4,180 3,300

大谷哲夫先生傘寿記念論集　禅の諸展開 大谷先生傘寿記念論集編集委員会　編 2023/07 31015-0 11,000 8,800

野村太一郎の狂言入門 野村太一郎・杉山和也　著 2023/07 37005-5 3,080 2,500

近世戯作の〈近代〉（オンデマンド版）

　―継承と断絶の出版文化史
山本和明　著 2023/07 99174-8 9,900 7,900

地方史誌から世界史へ―比較地方史誌学の射程 小二田章　編 2023/06 32028-9 8,800 7,000

霊峰の文化史―世界遺産・富士山と世界の山岳信仰 秋道智彌　著 2023/05 33005-9 3,520 2,800

江戸時代の貸本屋

　―庶民の読書熱、馬琴の創作を支えた書物流通の拠点
長友千代治　著 2023/05 39029-9 5,500 4,400

輞川図と蘭亭曲水図―イメージとテクストの交響 野田麻美・静岡県立美術館　編 2023/05 37009-3 10,450 8,400

モノと権威の東アジア交流史―鑑真から清盛まで シャルロッテ・フォン・ヴェアシュア　著 2023/04 32022-7 5,280 4,200

深草瑞光寺所蔵　元政上人資料集

　―近世京洛寺院の学問とネットワーク

岡雅彦・落合博志・桑名法晃・長田和也・中前

正志・那須陽一郎・原雅子・村木敬子　編
2023/03 31013-6 22,000 17,600

黄泉の国との契約書―東アジアの買地券 稲田奈津子・王海燕・榊佳子　編著 2023/03 32030-2 4,180 3,300

二一世紀の川劇―文化資源化の視点から 江玉　著 2023/03 37007-9 7,480 6,000

グレーゾーンと帝国―歴史修正主義を乗り越える生の営み 髙綱博文・門間卓也・関智英　編 2023/03 32027-2 5,720 4,600

文と書―中国書字思想の探究 亀澤孝幸　著 2023/03 37008-6 8,800 7,000

古代日本の儀礼と音楽・芸能―場の論理から奏楽の脈絡を読む 平間充子　著 2023/02 37006-2 11,000 8,800

明治・大正・昭和の時代劇メディアと時代考証 大石学・時代考証学会　編 2023/02 32025-8 3,520 2,800

日ソ戦争史の研究 日ソ戦争史研究会　編 2023/02 32026-5 13,200 10,600

【勉誠社】研究書　近刊・新刊書籍リスト

　2023～2024年新刊・近刊書籍（黄色マーカーは展示書籍）　20%引き

　　　■歴史･文化財･美術史･思想史■

　　　■事典・総記■



鎌倉時代禅僧喫茶史料集成 舘隆志　著 2023/02 31014-3 14,850 11,900

中世醍醐寺と真言密教（オンデマンド版） 藤井雅子　著 2023/01 83170-9 10,780 8,600

近刊 新装版　正訳　紫式部日記　本文対照 中野幸一　訳 2024/05 39041-1 2,420 1,900

近刊
ラテンアメリカ文学の出版文化史―作家・出版社・文芸雑誌と国際的

文学ネットワークの形成
寺尾隆吉　編著 2024/05 39040-4 6,050 4,800

中国古典戯曲演劇論 岡晴夫　著 2024/04 37015-4 16,500 13,200

球陽外巻 遺老説伝 前村佳幸　校注 2024/04 32048-7 8,800 7,000

杜甫研究年報　第七号 日本杜甫学会　編 2024/04 39447-1 2,200 1,800

水門　第三十一号 水門の会　編 2024/03 32462-1 3,850 3,100

川端康成の曖昧な声―日本語の小説における文体と身体の交点 平井裕香　著 2024/03 39038-1 6,600 5,300

本　かたちと文化―古典籍・近代文献の見方・楽しみ方 国文学研究資料館　編 2024/02 30011-3 3,080 2,500

歴史叙述としての平家物語 塩山貴奈　著 2024/02 39037-4 8,800 7,000

訂正新版　図説　書誌学―古典籍を学ぶ 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫　編 2023/12 30010-6 3,850 3,100

今昔物語集の怪異を読む―巻第二十七「霊鬼」 森正人　著 2023/12 39034-3 5,280 4,200

中国古典文学に描かれた厠・井戸・簪（オンデマンド版）―民俗学的

視点に基づく考察
山崎藍　著 2023/12 89200-7 9,900 7,900

紫式部伝―平安王朝百年を見つめた生涯 上原作和　著 2023/10 39035-0 5,940 4,800

比較文学で読む十一の出会い―交差する東西のまなざし 英米文化学会　編 2023/08 39032-9 3,080 2,500

紫式部集の世界 廣田收・横井孝　編 2023/07 39031-2 10,780 8,600

日本と東アジアの〈環境文学〉 小峯和明　編 2023/07 39018-3 16,500 13,200

中国古典をどう読むか―規範からの逸脱、規範への回帰 下定雅弘　著 2023/06 39027-5 4,180 3,300

深掘り！紫式部と源氏物語 中野幸一　著 2023/04 39010-7 2,640 2,100

平安文学の饗宴 中野幸一　編 2023/04 39028-2 16,500 13,200

杜甫研究年報　第六号 日本杜甫学会　編 2023/04 39446-4 3,300 2,600

俊頼髄脳全注釈
家永香織・小野泰央・鹿野しのぶ・舘野文

昭・福田亮雄　著
2023/03 39025-1 16,500 13,200

学習院本「藤袴」（榊原本僚帖）の書誌学的考察 武藤那賀子　著 2023/03 39023-7 16,500 13,200

近世後期江戸小説論攷 山本和明　著 2023/02 39022-0 11,000 8,800

伝承と現代―民俗学の視点と可能性 加藤秀雄　著 2023/02 33004-2 8,800 7,000

源氏物語歌筐 伊東祐子　著 2023/02 39017-6 7,150 5,700

王朝物語論考―物語文学の端境期 横溝博　著 2023/02 39024-4 13,200 10,600

谷崎潤一郎の世界史―『陰翳礼讃』と20世紀文化交流 西村将洋　著 2023/02 39020-6 5,280 4,200

宣教師の日本語文学　研究と目録 郭南燕　編著 2023/02 39026-8 12,100 9,700

フェイク・スペクトラム―文学における〈嘘〉の諸相 納富信留・明星聖子　編 2023/01 39015-2 3,520 2,800

近刊 日本人は漢文をどう読んだか―直読から訓読へ 湯沢質幸　著 2024/05 38005-4 3,520 2,800

論究日本近代語　第3集 日本近代語研究会　編 2024/04 38523-3 16,500 13,200

楷書の秘密―「字様」が発見されるまで 西原一幸　著 2024/02 38005-4 4,180 3,300

方言地理学の視界 小林隆・大西拓一郎・篠崎晃一　編 2023/05 38003-0 8,800 7,000

293　彷徨する宗教性と国民諸文化

　―近代化する日独社会における神話・宗教の諸相
前田良三　編 2024/02 32539-0 3,300 2,600

292　中国学の近代的展開と日中交渉 陶徳民・吾妻重二・永田知之　編 2023/12 32538-3 3,850 3,100

291　五代十国―乱世のむこうの「治」 山根直生　編 2023/12 32537-6 3,520 2,800

290　女性の力から歴史をみる―柳田国男「妹の力」論の射程 永池健二　編 2023/11 32536-9 3,300 2,600

289　海外の日本中世史研究―「日本史」・自国史・外国史の交差 黄霄龍・堀川康史　編 2023/11 32535-2 3,520 2,800

288　東アジアの「孝」の文化史

　―前近代の人びとを支えた価値観を読み解く
雋雪艶・黒田彰　編 2023/10 32534-5 3,520 2,800

287　書物の時代の宗教―日本近世における神と仏の変遷 岸本覚・曽根原理　編 2023/09 32533-8 3,080 2,500

286　近代アジアの文学と翻訳―西洋受容・植民地・日本 波潟剛・西槇偉・林信蔵・藤原まみ　編 2023/08 32532-1 3,300 2,600

285　渾沌と革新の明治文化―文学・美術における新旧対立と連続性 井上泰至　編 2023/08 32531-4 3,080 2,500

284　近世日本のキリシタンと異文化交流 大橋幸泰　編 2023/07 32530-7 3,080 2,500

283　東アジアの後宮 伴瀬明美・稲田奈津子・榊佳子・保科季子　編 2023/06 32529-1 3,520 2,800

282　列島の中世地下文書―諏訪・四国山地・肥後 春田直紀　編 2023/05 32528-4 3,300 2,600

281　神道の近代―アクチュアリティを問う 伊藤聡・斎藤英喜　編 2023/03 32527-7 3,520 2,800

280　都市と宗教の東アジア史 西本昌弘　編 2023/03 32526-0 3,300 2,600

279　上海フランス租界への招待―日仏中三か国の文化交流 榎本泰子・森本頼子・藤野志織　編 2023/01 32525-3 3,520 2,800

ひらかれる公共資料―「デジタル公共文書」という問題提起

（デジタルアーカイブ・ベーシックス）
福島幸宏　責任編集 2023/11 30303-9 3,520 2,800

博物館情報学入門【アート・ドキュメンテーション叢書2】（オンデ

マンド版）

E Orna & Ch. Pettitt　著／安澤秀一　監

修／水嶋英治　編訳
2023/09 80172-6 3,850 3,100

共振するデジタル人文学とデジタルアーカイブ 鈴木親彦　責任編集 2023/07 30302-2 3,520 2,800

デジタルアーカイブの新展開 時実象一　著 2023/03 30009-0 2,310 1,800

　　　■図書館学･アーカイブ■

　　　■〈アジア遊学〉■

　　　■日本語学･言語学■

　　　■古典文学･文学史■



宋版一切経（福州版）調査提要 福州版一切経調査研究会　編 2022/03 31010-5 7,150 5,700

宗教遺産テクスト学の創成 木俣元一・近本謙介　編 2022/03 31008-2 16,500 13,200

ことば・ほとけ・図像の交響 近本謙介　編 2022/03 31009-9 13,200 10,600

新羅政治社会史研究 武田幸男　著 2022/12 32024-1 13,200 10,600

コレクションとアーカイヴ 板倉聖哲・塚本麿充　編 2022/01 37000-0 10,450 8,400

中国道教美術史　漢魏晋南北朝篇
李松　著／土屋昌明・齋藤龍一　監訳／廣

瀬直記・熊坂聡美・因幡聡美　訳
2022/02 37001-7 38,500 30,800

入門   中国学の方法 二松學舍大学文学部中国文学科　編 2022/04 30005-2 1,760 1,400

渤海の古城と国際交流 清水信行・鈴木靖民　編 2021/02 22289-7 15,400 12,300

書物・印刷・本屋 藤本幸夫　編 2021/06 30002-1 17,600 14,100

中国史書入門　現代語訳　北斉書
氣賀澤保規　監修／池田恭哉・岡部毅史・

梶山智史・倉本尚徳・田熊敬之　訳
2021/12 29612-6 6,600 5,300

玄奘三蔵 佐久間秀範・近本謙介・本井牧子　編 2021/12 31005-1 13,200 10,600

史学科の比較史 小澤実・佐藤雄基　編 2022/05 32017-3 7,700 6,200

中国の都市の歴史的記憶 和田博文・王志松・高潔　編 2022/09 32021-0 7,700 6,200

鎌倉時代禅僧喫茶史料集成 舘隆志　著 2023/02 31014-3 14,850 11,900

古代日本の儀礼と音楽・芸能 平間充子　著 2023/02 37006-2 11,000 8,800

宣教師の日本語文学　研究と目録 郭南燕　編著 2023/02 39026-8 12,100 9,700

明恵上人夢記　訳注 奥田勲・平野多恵・前川健一　編 2015/02 21024-5 8,800 7,000

アジア学の宝庫、東洋文庫 東洋学の史料と研究 東洋文庫　編 2015/03 20030-7 3,080 2,500

明治・大正の日本論・中国論 比較文化学的研究 藤田昌志　著 2016/10 23046-5 3,850 3,100

「倭寇図巻」「抗倭図巻」をよむ 須田牧子　編 2016/04 22139-5 7,700 6,200

日本古代交流史入門 鈴木靖民・金子修一・田中史生・李成市　編 2017/06 22161-6 4,180 3,300

G・E・モリソンと近代東アジア 東洋学の形成と東洋文庫の蔵書 公益財団法人 東洋文庫　監修／岡本隆司　編 2017/09 22189-0 3,080 2,500

古代日本と東部ユーラシアの国際関係 廣瀬憲雄　著 2018/10 22223-1 8,800 7,000

近代人文学はいかに形成されたか  学知・翻訳・蔵書 甚野尚志・河野貴美子・陣野英則　編 2019/02 20068-0 8,800 7,000

古文書の様式と国際比較
小島道裕・田中大喜・荒木和憲　編／国立

歴史民俗博物館　監修
2020/02 22272-9 8,580 6,900

日本の表装と修理 岩﨑奈緒子・中野慎之・森道彦・横内裕人　編 2020/03 20073-4 7,700 6,200

日本画の所在　東アジアの視点から 北澤憲昭・古田亮　編 2020/04 27055-3 7,150 5,700

古代の日本と東アジア　人とモノの交流史 鈴木靖民　著 2020/07 22279-8 11,000 8,800

東アジアの王宮・王都と仏教 堀裕・三上喜孝・吉田歓　編 2023/10 32032-6 13,200 10,600

江戸時代前期出版年表〔万治元年～貞享五年〕 岡 雅彦　編 2023/03 32029-6 35,200 28,200

和漢朗詠集とその享受　増訂新版 三木雅博　著 2022/10 39012-1 16,500 13,200

杜甫研究年報　第六号 日本杜甫学会　編 2023/04 39446-4 3,300 2,600

書物学　第21巻　活字 編集部　編 2022/12 30721-1 1,980 1,600

古文書研究　第95号 日本古文書学会　編 2023/07 32405-8 4,180 3,300

書物の時代の宗教　日本近世における神と仏の変遷　アジア遊学287 岸本覚・曽根原理　編 2023/09 32533-8 3,080 2,500

近代アジアの文学と翻訳　西洋受容・植民地・日本　アジア遊学286 波潟剛・西槇偉・林信蔵・藤原まみ　編 2023/08 32532-1 3,300 2,600

神道の近代 アジア遊学281 伊藤聡・斎藤英喜　編 2023/03 32527-7 3,520 2,800

都市と宗教の東アジア史　アジア遊学280 西本昌弘　編 2023/03 32526-0 3,300 2,600

呪術と学術の東アジア　アジア遊学278 陰陽道史研究の会　編 2022/12 32524-6 3,300 2,600

宋代とは何か　アジア遊学277 平田茂樹・山口智哉・小林隆道・梅村尚樹　編 2022/11 32523-9 3,520 2,800

呉越国　10世紀東アジアに華開いた文化国家 アジア遊学 274 瀧朝子　編 2022/10 32521-5 3,520 2,800

「唐物」とは何か アジア遊学 275 河添房江・皆川雅樹　編 2022/10 32520-8 3,080 2,500

日本の中世貨幣と東アジア アジア遊学 273 中島圭一　編 2022/09 32519-2 3,520 2,800

対馬の渡来版経 アジア遊学 272 横内裕人　編 2022/08 32518-5 3,520 2,800

儒教思想と絵画 アジア遊学 271 水野裕史　編 2022/06 32517-8 3,520 2,800

近代中国美術の辺界 アジア遊学 269 瀧本弘之・戦暁梅　編 2022/05 32515-4 3,850 3,100

都市からひもとく西アジア アジア遊学 264 守川知子　編 2021/12 32510-9 3,080 2,500

古典は遺産か？　日本文学におけるテクスト遺産の利用と再創造 アジ

ア遊学 261
Edoardo GERLINI・河野貴美子　編 2021/10 32507-9 3,080 2,500

書物のなかの近世国家 アジア遊学 259 小二田章・高井康典行・吉野正史　編 2021/08 32505-5 3,300 2,600

史料が語る東インド航路 アジア遊学 258
水井万里子・大澤広晃・杉浦未樹・吉田

信・伏見岳志　編
2021/07 32504-8 3,080 2,500

元朝の歴史 アジア遊学 256 櫻井智美・飯山知保・森田憲司・渡辺健哉　編 2021/06 32502-4 3,520 2,800

ユーラシアの大草原を掘る 草原考古学への道標　アジア遊学238 草原考古研究会　編 2019/09 22704-5 3,520 2,800

金・女真の歴史とユーラシア東方　アジア遊学233 古松崇志・臼杵勲・藤原崇人・武田和哉 2019/05 22699-4 3,520 2,800

ソグド人と東ユーラシアの文化交渉　アジア遊学175 森部豊　編 2014/08 22641-3 3,080 2,500

契丹［遼］と10～12世紀の東部ユーラシア　アジア遊学160 荒川慎太郎・澤本光弘・高井康典行・渡辺健哉　編 2013/01 22626-0 3,080 2,500

王朝から「国民国家」へ　清朝崩壊100年　アジア遊学148 楊海英　編 2011/12 22614-7 2,200 1,800

　　　その他のおすすめ書籍
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器と信仰
東アジアの舎利荘厳をめぐる
美術史・考古学からのアプローチ

加島勝〈編〉

器
と
信
仰

東
ア
ジ
ア
の
舎
利
荘
厳
を
め
ぐ
る

美
術
史・考
古
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

加
島
勝
〈
編
〉

（
か
し
ま
・
ま
さ
る
）
一
九
五
六
年
生
ま
れ
。
大
正
大
学
名
誉
教
授
・
特
遇
教
授
、
東
京
国
立
博
物
館
名
誉
館
員
。
博
士
（
文
学
）。
専
門
は
仏
教
工
芸
史
。
著
書
に
『
柄

香
炉
と
水
瓶
』（『
日
本
の
美
術
』
五
四
〇
号
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
一
一 

年
）、『
日
中
古
代
仏
教
工
芸
史
研
究
』（
雄
山
閣
、
二
〇
一
六
年
）、『
平
泉
の
文
化
史
３
　
中

尊
寺
の
仏
教
美
術 

彫
刻
・
絵
画
・
工
芸
』（
共
著
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

う
つ
わ

釈
迦
の
遺
骨
と
し
て
、ア
ジ
ア
各
地
で
篤
い
信
仰
を
集
め
る「
舎
利
」。

そ
の
容
れ
物
で
あ
る
舎
利
容
器
は
、特
定
の
用
途
を
持
つ
器
形
や
、

別
の
文
脈
で
意
味
を
成
し
た
図
像
が
複
合
的
に
組
み
合
わ
さ
れ
、舎
利
を
荘
厳
す
る
器
と
し
て
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、「
器
の
か
た
ち
」―

ど
こ
で
、ど
の
よ
う
な
器
の
形
状
・
素
材
・
図
様
が
採
用
さ
れ
て
き
た
の
か
と
い
う
問
題
は
、

「
舎
利
の
意
味
」―

舎
利
が
各
地
域
の
社
会
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
相
関
関
係
を
有
し
て
い
る
。

十
数
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
中
国
・
日
本
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
の
実
地
調
査
を
礎
と
し
た
、

舎
利
及
び
そ
の
荘
厳
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
三
部
十
四
本
の
論
考
に
よ
り
提
示
。

ま
た
、資
料
編
で
は
、現
地
調
査
に
て
得
ら
れ
た
作
例
の
基
礎
デ
ー
タ
、

ま
た
、舎
利
荘
厳
に
お
け
る
大
き
な
画
期
で
あ
る
仁
寿
舎
利
塔
の
網
羅
的
調
査
記
録
を
提
示
、貴
重
な
画
像
資
料
も
収
載
し
た
。

美
術
史
学
界
・
考
古
学
界
の
み
な
ら
ず
、日
本
及
び
東
洋
の
文
化
史
に
関
わ
る
領
域
に
広
く
寄
与
す
る
画
期
的
成
果
。

カ
ラ
ー
口
絵

は
じ
め
に…

…

加
島
勝

◎
研
究
編

第

１
部

◉
中
国
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
お
け
る
舎
利
容
器
の
形
式
変
遷
に
つ
い
て…
…

加
島
勝
◉
中
国
に
お
け
る
棺
形
舎
利
容
器
と
そ
の
モ
デ
ル…

…

岡
林
孝
作

◉
北
魏
〜
隋
唐
時
代
の
舎
利
埋
納
方
式―

地
宮
・
天
宮
の
変
遷
と
舎
利
容
器
の
組
合
せ
を
中
心
に…

…

冉
万
里

第

２
部

◉
隋
代
に
お
け
る
舎
利
埋
納
制
度
に
つ
い
て…

…

冉
万
里
◉
仁
寿
舎
利
塔
の
思
想
と
舎
利
容
器…

…
長
岡
龍
作
◎
神
徳
寺
石
函
の
図
様
表
現
と
特
色…

…

泉
武
夫

◉
隋
時
代
の
舎
利
容
器…

…

加
島
勝
◎
臨
潼
慶
山
寺
舎
利
地
宮
壁
画
試
論…

…

楊
效
俊
◉
法
王
寺
２
号
塔
地
宮
の
出
土
品
に
つ
い
て…

…

松
本
伸
之
◉
扶
風
法
門
寺
塔
の
４
つ
の
真
身
舎
利
と
舎
利
容
器…

…

大
島
幸
代

第

３
部

◉
法
身
と
し
て
の
舎
利
と
容
れ
物―

仁
寿
舎
利
塔
か
ら
大
仏
へ…

…

長
岡
龍
作

◉
ベ
ト
ナ
ム
バ
ク
ニ
ン
省
ト
ゥ
ア
ン
タ
イ
ン
県
ス
ア
ン
ク
ア
ン
出
土
の
隋
仁
寿
元
年
舎
利
石
函
と
舎
利
塔
銘―

交
州
龍
編
県
禅
衆
寺
舎
利
石
函
と
塔
銘
調
査
記…

…

冉
万
里

◉
万
安
禅
院
石
窟
西
奥
壁
の
仏
涅
槃
図
・
金
棺
出
現
図
浮
彫
等
に
つ
い
て
の
概
報…

…

泉
武
夫
◉
飛
鳥
時
代
の
舎
利
信
仰
に
お
け
る
一
側
面…

…

岡
林
孝
作

◎
資
料
編

◉
仁
寿
元
年
の
第
一
次
仁
寿
舎
利
塔
に
関
す
る
資
料
集
成…

…

大
島
幸
代

◆
資
料
集
成

岐
州
鳳
泉
寺
／
雍
州
仙
遊
寺
／
嵩
州
嵩
岳
寺
／
泰
州
岱
岳
寺
／
華
州
思
覚
寺
／
衡
州
衡
岳
寺
／
定
州
恒
岳
寺
／
廓
州
法
講
寺
／
牟
州
巨
神
山
寺

呉
州
会
稽
山
寺
／
同
州
大
興
国
寺
蒲
州
栖
巌
寺
蘇
州
虎
丘
山
寺
／
涇
州
大
興
国
寺
／
并
州
無
量
寿
寺
／
相
州
大
慈
寺
／
襄
州
大
興
国
寺
／
隋
州
智
門
寺
／
益
州
法
聚
寺
／
秦
州
静
念
寺

揚
州
西
寺
／
鄭
州
定
覚
寺
／
青
州
勝
福
寺
／
毫
州
開
寂
寺
／
汝
州
興
世
寺
／
瓜
州
崇
教
寺
／
番
州
霊
鷲
山
寺
／
桂
州
縁
化
寺
／
交
州
禅
衆
寺
／
蒋
州
栖
霞
寺

◉
崇
福
寺
塔
心
礎
納
置
品
の
材
質
調
査
に
つ
い
て…

…

加
島
勝

◆
拓
本
・
碑
銘

﹇
拓
本
﹈神
徳
寺
石
函
線
刻
／
山
東
青
州
勝
福
寺﹇
碑
銘
﹈重
修
広
福
寺
記
／
瑞
応
寺
再
葬
仏
舎
利
碑
／
結
九
品
往
生
社
碑

◉
海
外
現
地
調
査
日
誌 

２
０
０
１
〜
２
０
１
９…

…

岡
林
孝
作
・
加
島
勝

あ
と
が
き…

…

加
島
勝
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古
勝
隆
一 

向
井
佑
介

森
下
章
司 

内
記
理

魏
藝 

  

折
山
桂
子

田
中
健
一 

中
西
俊
英

船
山
徹  

高
橋
早
紀
子

大
平
理
紗 

黄
盼

倉
本
尚
徳 

瀧
朝
子

増
記
隆
介 

塚
本
明
日
香

横
手
裕  

福
谷
彬

西
谷
功  

重
田
み
ち

清
水
健  

呉
孟
晋

執
筆
者
一
覧

本
書
の
構
成

第
一
部 

祭
祀
・
墓
葬
と「
見
え
る
」も
の「
見
え
な
い
」も
の 

第
二
部 

尊
像
の
誕
生

第
三
部 

仏
菩
薩
の
姿
と「
時
間
」「
過
程
」の
表
象 

第
四
部 

仏
身
と
世
界
観―

盧
舎
那
仏
の
形
と
意
味 

第
五
部 

音
を「
見
せ
る
」／
姿
を「
留
め
る
」 

第
六
部 

仏
菩
薩
の
顕
現
す
る
場 

第
七
部 

「
見
え
な
い
」も
の
を「
と
ら
え
る
」―

付
会
と
図
解 

第
八
部 

諸
教
交
渉
と「
見
え
る
」も
の「
見
え
な
い
」も
の 

第
九
部 

「
見
え
る
」「
見
え
な
い
」現
象
の
主
体
／
連
鎖
す
る
イ
メ
ー
ジ

「
見
え
る
／
見
え
な
い
」を
論
じ
る
こ
と
、そ
れ
ら
を
描
き
出
す
こ
と―

宗
教
や
思
想
、藝
術
な
ど
の
人
間
の
営
み
は
、

こ
の
こ
と
が
大
変
重
要
か
つ
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
の
文
物
や
藝
術
を
解
釈
す
る
上
で
の
共
通
の
基
盤
の
形
成
を
め
ざ
す
た
め
に
、

「
見
え
る
も
の
／
見
え
な
い
も
の
」に
ま
つ
わ
る
理
論
や
事
象
に
つ
い
て
、

従
来
の
分
野
の
枠
組
を
こ
え
て
国
際
的
に
か
つ
学
際
的
に
探
求
。

宗
教
・
思
想
を
は
じ
め
、考
古
遺
物
か
ら
彫
刻
絵
画
、

建
築
庭
園
、芸
能
音
楽
な
ど
に
ま
で
及
ぶ
様
々
な
論
点
を
、

最
先
端
の
研
究
者
二
十
四
名
の
視
角
に
よ
り
提
示
す
る
画
期
的
論
集
。

東
ア
ジ
ア
の

思
想
・

文
物
・

藝
術 外

村
中

稲
本
泰
生

〈
編
者
〉あ

ら
わ
す

「
見
え
な
い
」も
の
を

「
見
え
る
」も
の
や
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全
も
く
じ

序
に
か
え
て…

…

外
村
中

第
一
部 

祭
祀
・
墓
葬
と「
見
え
る
」も
の「
見
え
な
い
」も
の 

后
稷
は
天
に
配
せ
ら
れ
た
の
か―

『
詩
』大
雅「
生
民
」か
ら『
孝
経
』へ…

…

古
勝
隆
一

漢
魏
晋
墓
の
神
坐
と
墓
主
図
像―

墓
の
な
か
の「
見
え
る
も
の
」と「
見
え
な
い
も
の
」……

向
井
佑
介

第
二
部 

尊
像
の
誕
生

西
王
母
像
の
系
譜
と
像
の
崇
拝…

…

森
下
章
司

仏
像
の
出
現
に
つ
い
て…

…

内
記
理

第
三
部 

仏
菩
薩
の
姿
と「
時
間
」「
過
程
」の
表
象 

南
北
朝
期
中
国
仏
教
に
お
け
る
十
地
思
想
の
再
検
討―

四
果
と
十
地
の
関
係
を
手
が
か
り
に…

…

魏
藝

莫
高
窟
隋
代
の
弥
勒
経
変
相
図
付
近
に
描
か
れ
た
二
菩
薩
像…
…

折
山
桂
子

日
本
仏
教
造
像
史
と
久
遠
の
釈
迦…

…

田
中
健
一

第
四
部 
仏
身
と
世
界
観―

盧
舎
那
仏
の
形
と
意
味 

『
大
方
広
仏
華
厳
経
』に
お
け
る「
ヴ
ァ
イ
ロ
ー
チ
ャ
ナ
」と
そ
の
教
理
的
解
釈…

…

中
西
俊
英

盧
舎
那
仏
の
可
視
性
と
立
像…

…

船
山
徹

「
法
界
仏
像
」に
お
け
る
諸
形
象
の
表
象
意
識―

キ
ジ
ル
石
窟
第
十
七
窟
両
像
と
敦
煌
莫
高
窟
第
四
二
八
窟
像
を
中
心
に…

…

高
橋
早
紀
子

第
五
部 

音
を「
見
せ
る
」／
姿
を「
留
め
る
」 

雲
岡
石
窟
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
楽
器
に
つ
い
て…

…

大
平
理
紗

供
養
者
図
像
か
ら
み
る
雲
岡
石
窟
大
型
窟
の
造
営…

…

黄
盼

第
六
部 

仏
菩
薩
の
顕
現
す
る
場 

晩
年
の
道
宣
に
よ
る
天
竺
中
土
説
の
克
服―

見
え
な
い
も
の
に
よ
る
三
宝
の
住
持
と
見
え
る
も
の
と
の
感
応…

…

倉
本
尚
徳

鏡
像
／
線
刻
鏡
の
考
察―

図
像
を
見
い
だ
す…

…

瀧
朝
子

宋
代
仏
画
に
お
け
る
清
浄
華
院「
阿
弥
陀
三
尊
像
」の
史
的
位
置…

…

増
記
隆
介

第
七
部 

「
見
え
な
い
」も
の
を「
と
ら
え
る
」―

付
会
と
図
解 

太
極
殿
お
よ
び
大
極
殿
を
め
ぐ
る
文
学
作
品
四
篇
訳
注…

…

古
勝
隆
一

見
え
な
い
天
意
を
見
せ
る
も
の―

正
史「
五
行
志
」の
役
割…

…

塚
本
明
日
香

医
家
と
道
家
と
体
内
観…

…

横
手
裕

道
学
に
お
け
る
周
惇
頤
顕
彰
と『
太
極
図
説
』へ
の
注
目…

…
福
谷
彬

第
八
部 

諸
教
交
渉
と「
見
え
る
」も
の「
見
え
な
い
」も
の 

道
家
系
と
儒
家
系
と
伊
勢
神
道
の「
一
な
る
」も
の―

「
一
な
る
」も
の
は「
道
」か「
気
」か…

…

外
村
中

北
宋
大
中
祥
符
年
間
に
お
け
る
舎
利
荘
厳
の
位
相―

長
干
寺
阿
育
王
塔
の
埋
納
を
中
心
に…

…

稲
本
泰
生

涅
槃
会
の
変
遷
と
涅
槃
図―

東
ア
ジ
ア
仏
教
社
会
に
お
け
る「
忌
日
」を
視
点
に…

…

西
谷
功

第
九
部 

「
見
え
る
」「
見
え
な
い
」現
象
の
主
体
／
連
鎖
す
る
イ
メ
ー
ジ 

幽
霊
能
に
お
け
る
ま
ぼ
ろ
し―

〈
幻
〉と〈
見
え
る―

見
え
な
い
〉の
歴
史
と
変
遷…

…
重
田
み
ち

神
宝
よ
り
見
え
る
、見
え
な
い
日
本
の
神
々
の
姿…

…

清
水
健

明
清
絵
画
に
み
る
文
人
器
玩
の
あ
り
方…

…

呉
孟
晋

 

あ
と
が
き…

…

稲
本
泰
生

執
筆
者
紹
介
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冊
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図
書
館
・
文
書
館
・
文
化
財
関
係
者
、必
備
の
書
！
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和紙を科学する
製紙技術・繊維分析・文化財修復

大川昭典〈著〉

文化財学・日本史・文化史・古文書学・製紙技術

製
紙
技
術
・

繊
維
分
析
・

文
化
財
修
復

和
紙
を
科
学
す
る

カ
ラ
ー
口
絵

緒
言
◎
湯
山
賢
一（
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）

第
Ⅰ
部　
日
本
古
代
の
製
紙
技
術

古
代
の
造
紙
技
術
に
つ
い
て

製
紙
に
関
す
る
古
代
技
術
の
研
究
◎
大
川
昭
典
・
増
田
勝
彦

製
紙
に
関
す
る
古
代
技
術
の
研
究（
Ⅱ
）―

打
紙
に
関
す
る
研
究
◎
増
田
勝
彦
・
大
川
昭
典

製
紙
に
関
す
る
古
代
技
術
の
研
究（
Ⅲ
）―

苧
麻
布
・
楮
の
臼
搗
に
よ
る
叩
解
◎
大
川
昭
典
・
増
田
勝
彦

﹇
特
別
寄
稿
﹈正
倉
院
宝
物
の
紙
調
査
成
果
に
お
け
る
大
川
昭
典
氏
の
功
績
◎
増
田
勝
彦

第
Ⅱ
部　
和
紙
の
製
法
と
材
料

料
紙
の
構
造
と
組
成
に
つ
い
て

和
紙
つ
く
り
に
つ
い
て

楮
・
雁
皮
配
合
紙
の
手
漉
き
試
験

材
料
か
ら
み
た
和
紙
の
歴
史
的
変
化

﹇
コ
ラ
ム
﹈土
佐
七
色
紙
の
復
元
◎
有
吉
正
明

第
Ⅲ
部　
料
紙
調
査
の
技
法
と
分
析

文
書
紙
の
繊
維
組
成
及
び
填
料
の
観
察

繊
維
形
態
及
び
Ｃ
染
色
液
に
よ
る
呈
色

浮
世
絵
の
紙―

時
を
隔
て
た
二
作
品
の
用
紙
を
分
析
し
て

箔
打
紙
比
較
試
験

﹇
対
談
﹈料
紙
研
究
の
視
点
◎
大
川
昭
典×

湯
山
賢
一

あ
と
が
き
・
初
出
一
覧

大
川
昭
典〈
著
〉

（
お
お
か
わ
・
あ
き
の
り
）一
九
四
二
年
生
ま
れ
。和
紙
研
究

家
。専
門
は
製
紙
技
術
。論
文
に「
製
紙
に
関
す
る
古
代
技
術

の
研
究
Ⅰ
、Ⅱ
、Ⅲ
」（
増
田
勝
彦
と
共
著『
保
存
科
学
』20
、一

九
八
一
年
、『
同
』22
、一
九
八
三
年
、『
同
』24
、一
九
八
五
年
）、

「
古
代
の
造
紙
技
術
に
つ
い
て
」（
延
世
大
學
校
国
学
研
究
院

『
東
方
學
志
』106
、一
九
九
九
年
）、「
浮
世
絵
の
紙
」（
日
本
分
析

科
学
会『
ぶ
ん
せ
き
』３
、二
〇
〇
三
年
）な
ど
が
あ
る
。

定価4,620円･本体4,200円
B5判並製カバー装・256頁（口絵16頁）

2024年6月刊行
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古
文
書
・
古
典
籍
・
絵
画
な
ど
、日
本
に
は「
紙
」の
文
化
財
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
料
紙
に
は
、ど
の
よ
う
な
材
料
が
使
用
さ
れ
、ど
の
よ
う
な
漉
き
方
、加
工
が
施
さ
れ
た
の
か
。

ま
た
、色
や
大
き
さ
を
選
定
す
る
背
景
に
は
、ど
の
よ
う
な
価
値
観
が
あ
っ
た
の
か―

紙
は
そ
の
当
時
の
人
び
と
の
心
性
や
文
化
体
系
を
い
ま
に
伝
え
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
文
化
財
を
守
り
、伝
え
て
い
く
た
め
に
は
、

基
盤
と
な
る
紙
の
調
査
・
分
析
を
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

四
十
数
年
に
及
び
、先
駆
的
に
紙
の
文
化
財
の
調
査
・
科
学
的
分
析
に
関
わ
り
、

料
紙
の
材
料
や
構
造
、製
法
の
研
究
に
お
い
て
、数
多
く
の
実
績
を
残
し
、

修
理
用
紙
の
作
成
、料
紙
の
復
元
な
ど
に
も
尽
力
し
て
き
た
著
者
の
知
見
を
初
め
て
集
成
。

現
在
、大
き
な
展
開
を
見
せ
て
い
る「
紙
」の
研
究
の
基
盤
と
歩
み
を
提
示
す
る
画
期
的
な
一
冊
。



中
国
学
の

近
代
的
展
開
と

日
中
交
渉

中国学・歴史・文学

ア
ジ
ア
遊
学
292

﹇
目
次
﹈

陶
徳
民
・
吾
妻
重
二
・
永
田
知
之 ﹇
編
﹈

二
十
世
紀
前
半
、日
本
で
は
近
代
漢
学
、東
洋
学
や
支
那
学
、現
代
中
国
学

な
ど
、中
国
を
め
ぐ
る
学
術
研
究
が
盛
行
し
た
。一
方
、同
時
代
の
中
国
で

は
、従
来
の
漢
学
・
宋
学
・
清
代
の
考
証
学
に
加
え
て
、自
国
の
文
化
遺
産
を

再
評
価
し
よ
う
と
す
る
国
学
が
勃
興
し
、周
辺
地
域
も
視
野
に
い
れ
た
東
方

学
が
芽
生
え
た
。

し
か
し
、当
時
の
日
中
両
国
の
中
国
研
究
は
決
し
て
没
交
渉
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、む
し
ろ
緊
密
な
協
働
関
係
の
も
と
に
展
開
し
て
いっ
た
。

例
え
ば
、京
都
大
学
の
内
藤
湖
南
に
よ
る『
章
実
斎
先
生
年
譜
』に
刺
激
を

受
け
た
胡
適
が
、同
名
の
年
譜
を
編
ん
で
内
藤
に
贈
っ
た
こ
と
や
、増
田
渉
が

上
海
で
魯
迅
か
ら『
中
国
小
説
史
略
』の
個
人
授
業
を
受
け
た
縁
で
、魯
迅
の

丁
寧
な
添
削
を
経
た
同
書
の
名
訳
を
上
梓
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
書
で
は
伝
統
的
な
経
学
・
史
学
・
文
学
と
、敦
煌
学
や
甲
骨
学
な
ど
新
し
い

分
野
を
め
ぐ
る
日
中
間
の
学
術
交
流
と
人
的
交
流
の
重
要
な
事
例
を
網
羅

的
に
考
察
す
る
と
と
も
に
、約
一
二
〇
点
の
関
連
写
真
と
史
料
で
全
体
像
を

提
示
す
る
。

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
中
国
学
の
近
代
的
展
開
の
諸
相
と
そ
の
歴
史
的
意
味

を
考
え
る
た
め
に
必
携
の
一
冊
。

﹇
編
者
紹
介
﹈

永
田
知
之
（
な
が
た
・
と
も
ゆ
き
）◉
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授
。主
な
著
書

に『
理
論
と
批
評―

古
典
中
国
の
文
学
思
潮
』（
臨
川
書
店
、二
〇
一
九
年
）な
ど
。

陶
　
徳
民
（
と
う・と
く
み
ん
）◉
関
西
大
学
名
誉
教
授
・
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
学
会
初

代
会
長
。主
な
著
書
に『
も
う
一
つ
の
内
藤
湖
南
像―

関
西
大
学
内
藤
文
庫
探
索
二
十

年
』（
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
二
一
年
）な
ど
。

吾
妻
重
二（
あ
づ
ま
・
じ
ゅ
う
じ
）◉
関
西
大
学
文
学
部
教
授
・
日
本
中
国
学
会
副
理
事

長
。主
な
編
著
に『
東
西
学
術
研
究
と
文
化
交
渉―

石
濱
純
太
郎
没
後
50
年
記
念
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
論
文
集
』（
関
西
大
学
出
版
部
、二
〇
一
九
年
）な
ど
。

序
説…

陶
徳
民・吾
妻
重
二

Ⅰ　
近
代
に
お
け
る
章
学
誠
研
究
熱
の
形
成
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト

十
九
世
紀
中
国
の
知
識
人
が
見
た
章
学
誠
と
そ
の
言
説

　
　
│
史
論
家
・
思
想
家
へ
の
道…

永
田
知
之

「
欧
西
と
神
理
相
似
た
る
」東
洋
の
学
問
方
法
論
の
発
見
を
求
め
て

　
　
│
内
藤
湖
南
に
お
け
る
章
氏
顕
彰
と

　
　
　
富
永
顕
彰
の
並
行
性
に
つ
い
て…

陶
徳
民

戴
震
と
章
学
誠
と
胡
適
│
乾
嘉
へ
の
接
続
と
学
術
史
の
文
脈…

竹
元
規
人

「
章
学
誠
の
転
換
」と
現
代
中
国
の
史
学
の
実
践―

胡
適
を
中
心
に（
節
訳
） 

　
　…

潘
光
哲（
邱
吉・竹
元
規
人
編
訳
）

余
嘉
錫
の
章
学
誠
理
解
│
継
承
と
批
判…

古
勝
隆
一

内
藤
湖
南
・
梁
啓
超
の
設
身
処
地
と
章
学
誠
の
文
徳
に
つ
い
て…

高
木
智
見

【
コ
ラ
ム
】『
章
氏
遺
書
』と
章
実
斎
年
譜
に
つ
い
て…

銭
婉
約

【
コ
ラ
ム
】
劉
咸
炘
と
何
炳
松
の
章
学
誠
研
究
に
つ
い
て…

陶
徳
民

【
コ
ラ
ム
】
清
末
・
民
国
初
期
に
お
け
る
史
学
と
目
録
学…

竹
元
規
人

【
コ
ラ
ム
】『
文
史
通
義
』の
訳
出
を
終
え
て…

古
勝
隆
一

Ⅱ　
経
史
研
究
の
新
し
い
展
開
と
日
中
人
物
往
来

「
東
洋
史
」の
二
人
の
創
始
者―

那
珂
通
世
と
桑
原
隲
藏…

小
嶋
茂
稔

羅
振
玉
・
王
国
維
往
復
書
簡
か
ら
見
る
早
期
甲
骨
学
の
形
成

　
　―

林
泰
輔
の
貢
献
に
触
れ
て…

羅
琨（
邱
吉
訳・永
田
知
之
校
閲
）

漢
学
者
松
崎
鶴
雄
か
ら
見
た
湖
南
の
経
学
大
師

　
　―

王
闓
運
・
王
先
謙
・
葉
徳
輝…

井
澤
耕
一

皮
錫
瑞『
経
学
歴
史
』を
め
ぐ
る
日
中
の
人
的
交
流
と
そ
の
思
惑
・
評
価…

橋
本
昭
典

近
代
日
本
に
於
け
る「
春
秋
公
羊
伝
」論…

劉
岳
兵（
殷
晨
曦
訳・古
勝
隆
一
校
閲
）

諸
橋
轍
次
と
中
国
知
識
人
た
ち
の
交
流
に
つ
い
て

　
　―

基
本
史
料
、研
究
の
現
状
お
よ
び
展
望…

石
暁
軍

武
内
義
雄
と
吉
田
鋭
雄―

重
建
懐
徳
堂
講
師
の
留
学
と
西
村
天
囚…

竹
田
健
二

【
コ
ラ
ム
】
水
野
梅
暁
と
そ
の
関
係
資
料…

劉
暁
軍

【
コ
ラ
ム
】『
古
史
辨
』の
登
場
と
展
開…

竹
元
規
人

【
コ
ラ
ム
】
宮
崎
市
定
に
お
け
る「
宋
代
ル
ネ
サ
ン
ス
」論
の
形
成
と
そ
の
歴
史
背
景…

呂
超

【
コ
ラ
ム
】
北
京
の
奇
人
・
中
江
丑
吉―

そ
の
生
い
立
ち
と
中
国
研
究…

二
ノ
宮
聡

 

Ⅲ　
民
間
文
学
と
現
代
中
国
へ
の
眼
差
し

狩
野
直
喜
の
中
国
小
説
研
究―

塩
谷
温
に
も
ふ
れ
て…

胡
珍
子

青
木
正
児
の
中
国
遊
学
と
中
国
研
究…

周
閲

増
田
渉
と
辛
島
驍―

『
中
国
小
説
史
略
』の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て…

井
上
泰
山

竹
内
好
と
中
国
文
学
研
究
会
の
あ
ゆ
み…

山
田
智

【
コ
ラ
ム
】
敦
煌
学
が
開
い
た
漢
字
文
化
研
究
の
新
世
界…

永
田
知
之

【
コ
ラ
ム
】
雑
誌『
支
那
学
』の
創
刊
と
中
国
の
新
文
化
運
動…

辜
承
堯

【
コ
ラ
ム
】
吉
川
幸
次
郎
と『
東
方
文
化
研
究
所
漢
籍
分
類
目
録
　
附
書
名
人
名
通
検
』 

　
　…

永
田
知
之

あ
と
が
き…

永
田
知
之
／
年
号
対
照
表

定
価
三
、八
五
〇
円（
税
込
）

本
体
三
、五
〇
〇
円

Ａ
５
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
三
三
六
頁

二
〇
二
三
年
十
二
月
刊
行

ISBN
978-4-585-32538-3 C1322

ご送付先（氏名・住所・電話番号）

書 名 部 数

部

中国学の近代的展開と日中交渉
【アジア遊学292】

陶徳民・吾妻重二・永田知之［編］
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東京都千代田区神田三崎町2-18-4  TEL.03-5215-9021 https://bensei.jp/ FAX◉03-5215-9025株式会社勉誠社

定価3,850円（税込）・本体3,500円
A5判並製カバー装・336頁
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ISBN978-4-585-32538-3 C1322
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冊数

冊

書 名

株式会社勉誠社

湖北省留日学生と明治日本
王鼎〈著〉

定価7,700円･本体7,000円
A5判上製カバー装・376頁

2024年3月刊行
ISBN978-4-585-32043-2 C3020

定価7,700円･本体7,000円
A5判上製カバー装・376頁

2024年3月刊行
ISBN978-4-585-32043-2 C3020

湖
北
省
留
日
学
生
と

明
治
日
本

知
ら
れ
ざ
る
、日
中
関
係
史

明
治
期
に
日
本
へ
派
遣
さ
れ
た
中
国
人
留
学
生
た
ち
は
、ど
の
よ
う
な
目
的
で
来
日
し
、ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
か
。

彼
ら
の
活
動
や
日
本
で
学
ん
だ
知
識・思
想
は
、日
中
両
国
間
の
政
治・外
交・文
化
交
流
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
。

こ
れ
ま
で
湖
北
省
か
ら
大
量
の
学
生
を
日
本
へ
送
り
出
し
た
張
之
洞
の
功
績
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、

湖
北
省
留
日
学
生
の
人
生
と
そ
の
軌
跡
に
つ
い
て
は
、い
ま
だ
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

本
書
で
は
、彼
ら
が
日
本
留
学
に
至
っ
た
経
緯
か
ら
留
学
中
の
生
活
、同
郷
会
の
雑
誌・教
科
書
の
出
版
や
翻
訳
活
動
、留
学
制
度
と
留
学
生
受
け
入
れ
の
実
態
、

さ
ら
に
は
軍
事
系
留
学
生
と
辛
亥
革
命
の
関
係
ま
で
、徹
底
的
に
究
明
。

豊
富
な
史
料
と
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
基
づ
き
、多
角
的
視
座
か
ら
分
析
と
考
察
を
加
え
、従
来
の
日
中
留
学
生
史
研
究
に
新
た
な
光
を
当
て
た
待
望
の
新
機
軸
。

武
漢
大
学・馮
天
瑜
教
授
推
薦
！

推
薦
の
辞…

…
…

馮
天
瑜

序
章

第
Ⅰ
部…
…
…

清
末
に
お
け
る
中
国
人
日
本
留
学
の
軌
跡

第
一
章
　
清
末
に
お
け
る
中
国
人
日
本
留
学
の
歴
史

第
Ⅱ
部…

…
…

湖
北
省
留
日
学
生
の
諸
活
動

第
二
章
　
湖
北
省
留
日
学
生
の
初
期
活
動
に
つ
い
て

第
三
章
　
留
日
学
生
と
湖
北
同
郷
会

第
Ⅲ
部…

…
…

湖
北
省
留
日
学
生
の
留
学
経
験
と
そ
の
影
響

第
四
章
　
湖
北
省
留
日
学
生
の
活
躍
と
帰
国
後
の
進
路

第
五
章
　
教
育
・
革
命
・
鉄
道―

黄
州
府
麻
城
三
兄
弟
の
事
例
研
究

第
六
章
　
寺
尾
亨
の
東
斌
学
堂
と
留
日
学
生―

『
向
巖
家
書
』を
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て

終
　
章

資
料
編

解
題

資
料
一
　
清
末
湖
北
留
日
学
生
名
簿（
一
八
九
六
〜
一
九
一
一
）

資
料
二
　『
湖
北
学
生
界
』・『
漢
声
』・『
旧
学
』目
録

資
料
三
　『
湖
北
学
生
界
』開
辦
章
程

資
料
四
　
湖
北
同
郷
会
章
程

資
料
五
　
湖
北
省
留
日
学
生
の
著
訳
書
一
覧

資
料
六
　
選
派
陸
軍
学
生
分
班
遊
学
章
程

資
料
七
　
陸
軍
士
官
学
校（
第
一
期
〜
第
八
期
）の
湖
北
留
学
生
お
よ
び
活
躍
者
た
ち

資
料
八
　
駐
日
清
国
公
使
館
お
よ
び
在
清
国
日
本
公
使
館
の
外
交
官
一
覧
表

資
料
九
　
清
末
期
の
湖
北
省
全
域
図

資
料
十
　
武
昌
省
城
の
街
道
図（
一
九
〇
九
）

あ
と
が
き
・
索
引

王
鼎
〈
著
〉

（
お
う
て
い
、WAN

G
 D
ing

）一
九
九
〇
年
生
ま
れ
。中
国
政
府
の
国
費
留
学
生
と
し
て
新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
に
留
学
。博

士（
文
学
）。専
攻
は
日
中
教
育
交
流
史
。現
在
は
北
京
師
範
大
学
外
国
語
言
文
学
学
院
専
任
講
師
。主
な
著
作
に『
日
華
学
堂
と
そ
の
時
代―

中
国
人
留
学
生
研
究
の
新
し
い
地
平
』（
共
著
、武
蔵
野
大
学
出
版
会
、二
〇
二
二
年
）、『
明
治
か
ら
昭
和
の
中
国
人
日
本
留
学
の
諸
相
』（
共
著
、

東
方
書
店
、二
〇
二
二
年
）、『
佛
教
・
歴
史
・
留
学―

交
流
視
角
下
的
東
亜
和
日
本
』（
編
著
、博
陽
文
化
出
版
社
、二
〇
二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。
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冊数

冊

書 名

株式会社勉誠社

定価9,900円･本体9,000円
A5判上製カバー装・456頁

2024年2月刊行
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朝鮮時代ソウル都市史
高東煥〈著〉野崎充彦・金子祐樹〈訳〉

定価9,900円･本体9,000円
A5判上製カバー装・456頁
2024年2月刊行
ISBN978-4-585-32039-5 C3022

朝鮮時代
ソウル
都市史

高
東
煥〈
著
〉

ソ
ウ
ル
と
い
う
都
市
空
間
は

如
何
に
形
成
さ
れ
た
の
か―

一
九
五
八
年
生
ま
れ
。ソ
ウ
ル
大
学
国
史
学
科
を
卒
業
。ソ
ウ
ル
学
研

究
所
の
首
席
研
究
員
を
経
て
、
韓
国
科
学
技
術
院（K

AIST

）人
文
社

会
科
学
部
教
授
と
し
て
在
職
中
。朝
鮮
後
期
〜
韓
末
時
期
社
会
経
済

史
に
関
す
る
論
文
・
著
書
多
数
。日
本
で
の
訳
書
に
『
朝
鮮
後
期
ソ

ウ
ル
商
業
発
達
史
研
究
』（
東
京
堂
出
版
、二
〇
一
九
年
）が
あ
る
。

K
o D

onghw
an

〈
訳
者
〉

金
子
祐
樹

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期

博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。現
在
、
東
国
大

学
校
（
韓
国
）W

ISE

キ
ャ
ン
パ
ス
講
義
招
聘

教
授
。専
攻
は
朝
鮮
古
典
文
学
。

野
崎
充
彦

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
。専
攻
は
朝
鮮
古
典
文
学
・
伝
統
文
化
論
。著
書
に
『
朝
鮮
の

物
語
』（
大
修
館
書
店
、一
九
九
八
年
）、『
慵
斎
叢
話 

15
世
紀
朝
鮮
奇
譚
の
世
界
』（
集
英
社

新
書
、二
〇
二
〇
年
）、『
神
話
世
界
と
古
代
帝
国
』（
集
英
社
、二
〇
二
三
年
）な
ど
多
数
。

日
本
語
版
序
文

は
じ
め
に

1
序
論

2
朝
鮮
初
期
漢
陽
の
形
成
と
都
市
構
造

3
朝
鮮
後
期
ソ
ウ
ル
の
人
口
趨
勢

4
朝
鮮
後
期
ソ
ウ
ル
の
都
市
構
造
の
変
化
と
都
市
問
題
の
発
生

5
朝
鮮
後
期
ソ
ウ
ル
の
生
業
と
都
市
文
化

6
朝
鮮
後
期
ソ
ウ
ル
住
民
の
役
制
の
変
化

―

蔵
氷
役
の
廃
止
と
蔵
氷
業
へ
の
転
換

7
漢
城
府
行
政
編
制
の
変
化

8
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
ソ
ウ
ル
の
空
間
構
成
と
空
間
認
識

9
朝
鮮
時
代
に
お
け
る
ソ
ウ
ル
の
市
場
と
商
業

10
一
七
、一
八
世
紀
の
ロン
ド
ン
と
ソ
ウ
ル
の
都
市
構
造
比
較

あ
と
が
き―

解
説
に
代
え
て…

野
崎
充
彦

索
引

も
く
じ

十
五
世
紀
よ
り
今
日
ま
で
韓
国
の
歴
史
の
中
心
に
位
置
す
る
都
市
、ソ
ウ
ル
。

移
ろ
い
ゆ
く
時
代
の
な
か
で
人
び
と
の
生
活
や
文
化
、都
市
そ
の
も
の
の
あ
り
方
は
如
何
に
変
遷
し
て
い
っ
た
の
か
―
―

遷
都
の
背
景
に
あ
っ
た
風
水
と
儒
教
の
役
割
と
都
市
設
計
、

政
治
的
中
心
か
ら
商
業
都
市
へ
の
過
程
で
見
ら
れ
る
御
用
商
人
中
心
か
ら
私
商
人
ら
の
伸
長
に
よ
る
市
場
の
増
大
や
、

流
浪
民
の
集
中
に
よ
る
人
口
増
加
と
都
市
問
題
の
発
生
な
ど
の
諸
現
象
、

ま
た
、徭
役
の
金
納
化
や
請
負
業
者
の
発
展
が
も
た
ら
す
行
政
施
策
の
変
化
、

都
市
民
の
出
現
に
よ
る
朝
鮮
後
期
の
遊
興
文
化
の
爛
熟
な
ど
、ソ
ウ
ル
と
い
う
都
市
を
め
ぐ
る
諸
相
を
考
察
。

さ
ら
に
様
々
な
古
地
図
に
あ
ら
わ
れ
た
都
市
空
間
に
対
す
る
認
識
の
時
代
的
変
容
を
も
検
討
し
、

ソ
ウ
ル
と
い
う
時
空
間
の
複
雑
な
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、

朝
鮮
時
代
史
研
究
の
新
し
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
研
究
の
方
法
論
を
提
示
す
る
。

膨
大
な
資
料
の
分
析
と
多
角
的
な
視
点
に
よ
り
、

朝
鮮
後
期
の
社
会
経
済
史
研
究
を
領
導
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
画
期
的
研
究
成
果
を
初
邦
訳
。
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泰山諸神の信仰の展開
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泰
山
諸
神
の
信
仰
の

展
開
東
岳
大
帝
か
ら
碧
霞
元
君
へ

東
岳
大
帝・碧
霞
元
君
な
ど
の
神
々
の
起
源・由
来・伝
承
を
整
理
し
、そ
れ
ら
の
民
俗
信
仰
の
様
相
と
変
遷
を
考
察
。

ま
た
先
行
調
査
と
実
地
調
査
か
ら
、泰
山
諸
神
の
信
仰
対
象
の
移
り
変
わ
り
と
民
衆
の
認
識
を
検
討
し
、明
代
以
降

に
隆
盛
す
る
碧
霞
元
君
信
仰
に
つい
て
泰
山
・
北
京
・
大
石
橋
市
に
お
け
る
廟
会
の
事
例
を
踏
ま
え
、往
時
と
現
在
の

信
仰
の
比
較
、廟
会
復
興
の
過
程
を
紹
介
。参
考
資
料
と
し
て
、現
代
に
お
け
る
廟
会
の
図
版
を
多
数
掲
載
。

古
来
、道
教
の
聖
地
と
し
て
崇
め
ら
れ
、

中
国
の
文
化・伝
統
に

多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
泰
山
と
、そ
の
信
仰―

―

。

泰
山
諸
神
の
信
仰
状
況
を
歴
史
的
に
検
討
し
、広
い
視
点
か
ら
泰
山
信
仰
ひ
い
て
は

中
国
の
民
間
信
仰
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
画
期
的
成
果
！

二
ノ
宮
聡
〈
著
〉

（
に
の
み
や
・
さ
と
し
）一
九
八
二
年
生
ま
れ
。北
陸
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
講
師
。専
門
は
中
国
の
民
間
信
仰
。主
な
業
績
に
、
翻
訳『
全
訳
　
封
神
演
義
』

共
訳（
勉
誠
社
、
二
〇
一
七
〜
一
八
）全
四
冊
。論
文
に「
宝
巻
か
ら
み
る
明
代
後
期
か
ら
清
代
初
期
の
碧
霞
元
君
信
仰
」（『
東
方
宗
教
』一
三
八
号
、
二
〇
二
一
年
）、「
北
京

の
碧
霞
元
君
廟
会―

五
頂
と
妙
峰
山
と
丫
髻
山
」（
関
西
大
学
中
国
文
学
会
、二
〇
一
二
年
）、「
北
京
の
廟
会
の
復
興
と
現
状―

二
〇
一
一
・
二
〇
一
二
年
春
節
廟
会

を
中
心
に
」（
関
西
大
学
中
国
文
学
会
、二
〇
一
四
年
）な
ど
が
あ
る
。

第
一
章

泰
山
信
仰
の
変
遷

―
東
岳
大
帝
か
ら
碧
霞
元
君
へ

一
、泰
山
諸
神

（
一
）泰
山
と
東
岳
大
帝

（
二
）泰
山
と
蒿
里
山

（
三
）泰
山
と
岱
廟

二
、炳
霊
公
信
仰

（
一
）泰
山
三
郎
と
炳
霊
公

（
二
）通
俗
文
学
に
み
ら
れ
る
炳
霊
公

（
三
）『
封
神
演
義
』に
み
ら
れ
る
炳
霊
公

三
、碧
霞
元
君
信
仰

（
一
）碧
霞
元
君
の
起
源
と
伝
承

（
二
）『
醒
世
姻
縁
伝
』に
み
ら
れ
る
碧
霞
元
君

参
考
資
料

１・妙
峰
山

２・丫
髻
山

３・五
頂

４・岱
廟

５・泰
山

６・北
京
春
節
廟
会

７・迷
鎮
山

後
記

第
二
章

北
京
の
碧
霞
元
君
信
仰

一
、北
京
と
碧
霞
元
君

（
一
）北
京
の
碧
霞
元
君
廟
会
調
査

（
二
）妙
峰
山
と
顧
頡
剛
の
調
査

（
三
）香
道

（
四
）文
会
と
武
会

（
五
）丫
髻
山

（
六
）天
台
山

（
七
）五
頂

（
八
）現
在
の
妙
峰
山
娘
娘
廟
会

二
、北
京
の
廟
会
の
現
状

（
一
）廟
会
の
復
興
と
発
展

（
二
）廟
会
の
形
式

（
三
）廟
会
の
現
状

第
三
章

満
州
の
碧
霞
元
君
信
仰

一
、満
州
と
碧
霞
元
君

（
一
）中
国
東
北
地
域
の
碧
霞
元
君
信
仰

（
二
）迷
鎮
山
娘
娘
廟
会

（
三
）迷
鎮
山
と
日
本
人
調
査

（
四
）『
封
神
演
義
』に
お
け
る
碧
霞
元
君

（
五
）迷
鎮
山
娘
娘
廟
会
の
現
状

（
六
）鳳
凰
山
と
北
山
の
娘
娘
廟
会

結
語

も
く
じ
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古
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鈔
本
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な
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の
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史
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第
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三
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吉
田
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旧
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兵
書

　
　
　
　
　
　―

慶
應
義
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図
書
館
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七
書
直
解
』等
の
紹
介
を
兼
ね
て

第
十
四
章
　「
佐
保
切
」追
跡

　
　
　
　
　
　―

大
燈
国
師
を
伝
称
筆
者
と
す
る
書
蹟
に
関
す
る
考
察

第
十
五
章
　
伝
授
と
筆
耕―

呉
三
郎
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の
事
績

第
十
六
章
　『
古
文
孝
経
』永
仁
五
年
写
本
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問
題
点

第
十
七
章
　
猿
投
神
社
の
漢
籍
古
写
本

　
　
　
　
　
　―

『
史
記
』『
春
秋
経
伝
集
解
』の
書
写
者
を
探
る

◎
附
　
篇

第
十
八
章
　『
朝
野
群
載
』巻
十
三
の
問
題
点

第
十
九
章
　
日
本
漢
学
史
上
の
句
題
詩

第
二
十
章
　『
本
朝
麗
藻
』所
収
の
釈
奠
詩―

句
題
詩
の
変
型
と
し
て

第
二
十
一
章
　
藤
原
有
国
伝
の
再
検
討

第
二
十
二
章
　
大
江
匡
房
と
藤
原
基
俊

第
二
十
三
章
　
大
江
匡
房
の
著
作
と『
新
撰
朗
詠
集
』

第
二
十
四
章
　
平
安
後
期
の
文
章
得
業
生
に
関
す
る
覚
書

第
二
十
五
章
　『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討

第
二
十
六
章
　
平
安
時
代
の
詩
宴
に
果
た
し
た
謝
霊
運
の
役
割

あ
と
が
き
／
初
出
一
覧
／
図
版
一
覧
／
索
　
引

『
清
涼
山
伝
』◎『
文
選
集
注
』
巻
七
断
簡
◎『
文
選
集
注
』
巻
百
十
一
断
簡

金
澤
文
庫
本
『
文
選
集
注
』
巻
六
十
一
残
簡
◎『
論
語
』
清
原
業
賢
書
写
・
加
点
本

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
『
論
語
』
天
文
版
清
原
枝
賢
加
点
本

「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
断
簡
◎「
佐
保
類
切
」『
施
氏
七
書
講
義
』
残
簡

「
道
徳
経
切
」『
老
子
道
徳
経
』
断
簡

日
本
人
の
読
書

古
代
・
中
世
の
学
問
を
探
る

人
び
と
は
何
を
読
み
、ど
の
よ
う
に
学
ん
で
き
た
の
か―

古
代
・
中
世
の
日
本
に
お
い
て
、書
物
を
読
み
、解
釈
し
、

伝
え
て
い
く
こ
と
は
、限
ら
れ
た
人
び
と
に
の
み
許
さ
れ
る

特
権
的
な
営
み
で
あ
っ
た
。

特
に
中
国
大
陸
な
い
し
は
朝
鮮
半
島
経
由
で
伝
え
ら
れ
た

漢
籍（
漢
語
で
書
か
れ
た
書
物
）は
、国
家
を
支
え
る
政
治
や
法
、

さ
ら
に
は
思
想
や
文
化
体
系
を
伝
え
る
最
先
端
の
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
た
。

中
国
の
文
化
全
般
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
れ
ら
の
学
問―

漢
学―

は
、国
家
の
制
度
の
な
か
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、

そ
れ
を
担
う
家
で
は
、書
写
・
刊
行
さ
れ
た
諸
種
の
漢
籍
を
入
手
し
、

独
自
の
学
問
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

書
物
に
残
さ
れ
た
注
釈
の
書
き
入
れ
、来
歴
を
伝
え
る
識
語
、

古
記
録
や
説
話
に
残
さ
れ
た
漢
学
者
の
逸
話
な
ど
、

漢
籍
の
読
書
の
高
ま
り
を
い
ま
に
伝
え
る
諸
資
料
か
ら

古
代
・
中
世
に
お
け
る
日
本
人
の
読
書
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
。　

本
書
で
は
じ
め
て
フ
ル
カ
ラ
ー
公
開
す
る
資
料

佐
藤
道
生
（
さ
と
う
・
み
ち
お
）

　
一
九
五
五
年
生
ま
れ
。
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
。
専
門
は
古
代
・
中
世
日
本
漢
学
。
主
な
著
書
に
『
平
安
後
期

日
本
漢
文
学
の
研
究
』（
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）、『
三
河
鳳
来
寺
旧
蔵
暦
応
二
年
書
写 

和
漢
朗
詠
集 

影
印

と
研
究
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
四
年
）、『
句
題
詩
論
考―

王
朝
漢
詩
と
は
何
ぞ
や
』（
勉
誠
出
版
、二
〇
一
六
年
）、

「『
玉
葉
』に
見
ら
れ
る
課
試
制
度
関
連
記
事
の
検
討
」（『
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実―

『
玉
葉
』
を
ひ
ら
く
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

著
者
プ
ロ
フィ
ー
ル
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ISBN978-4-585-31012-9 C3015

国宝「三十帖冊子」
修理から見えてきたもの
総本山仁和寺＝監修宇都宮啓吾＝編

株式会社勉誠社

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」

修
理
か
ら
見
え
て
き
た
も
の

総
本
山
仁
和
寺
＝
監
修

宇
都
宮
啓
吾
＝
編 定

価
一
三
、二
〇
〇
円（
税
込
）

本
体
一
二
、〇
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
刊
行

Ａ
５
判
上
製
カ
バ
ー
装
・
三
三
六
頁（
カ
ラ
ー
一
六
〇
頁
）

ISBN
978-4-585-31012-9 C

3015

さ
ん
じゅ
う
じ
ょ
う

さっ
し

刊
行
に
あ
た
っ
て
　
総
本
山
仁
和
寺
門
跡
真
言
宗
御
室
派
管
長…

瀬
川
大
秀

序
言―

本
書
の
概
要
　
宇
都
宮
啓
吾

第一
部…

修
理
・
書
誌
篇

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」修
理
報
告―

修
理
の
概
要
と
調
査
報
告…

株
式
会
社
松
鶴
堂

「
三
十
帖
冊
子
」の
修
理
を
振
り
返
っ
て…

株
式
会
社
松
鶴
堂（
書
跡
担
当
課 

森
川
洋
子
）

「
三
十
帖
冊
子
」の
料
紙
に
残
さ
れ
た
痕
跡
の
伝
え
る
も
の

―

保
存
修
理
の
視
点
か
ら…

鈴
木
裕

装
訂
や
料
紙
か
ら
見
た
国
宝「
三
十
帖
冊
子
」　
赤
尾
栄
慶

コ
ラ
ム
　
空
海
の
書―

唐
か
ら
の
贈
り
物…

鍋
島
稲
子

「
三
十
帖
冊
子
」を
飾
る
染
織
品…

山
川
曉

料
紙
を
観
る―

写
本
学
と
光
学
的
調
査
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

…

石
塚
晴
通
・
赤
尾
栄
慶
・
江
南
和
幸
・
岡
田
至
弘

コ
ラ
ム
　
文
化
財
情
報
の
プ
ラ
ッ
ト
フォ
ー
ム

―

金
剛
寺
蔵『
梵
漢
普
賢
行
願
讃
』を
め
ぐ
っ
て…

宇
都
宮
啓
吾

第

二
部…

典
籍
篇

「
三
十
帖
冊
子
」の
借
覧
と
返
納
を
め
ぐ
っ
て…

武
内
孝
善

「
三
十
帖
冊
子
」の
仁
和
寺
移
動
と
仁
和
寺
伝
持
の
歴
史…

朝
川
美
幸

空
海
将
来
経
論
の
書
写
を
め
ぐ
っ
て

―

「
三
十
帖
冊
子
」に
関
連
し
て…

苫
米
地
誠
一

仁
和
寺
蔵「
三
十
帖
冊
子
」の
訓
点
か
ら

観
た
漢
籍
訓
読
の
一
問
題…

宇
都
宮
啓
吾

典
籍
保
存
修
理
の
歩
み―

昭
和
か
ら
令
和
へ…

鈴
木
裕

（
う
つ
の
み
や・
け
い
ご
）1
9
6
6
年
生
ま
れ
。大
阪
大
谷
大
学
文
学
部
教
授
。専

門
は
日
本
語
学
、
仏
教
典
籍
学
。
著
書
に『
四
天
王
寺
聖
教
の
世
界
』（
四
天
王
寺

宝
物
館
令
和
三
年
秋
季
特
別
展
図
録
）（
監
修
・
執
筆
、四
天
王
寺
勧
学
部
、二
〇

二
一
年
）な
ど
が
あ
る
。

最
新
の
仏
教
学
を
学
ぶ
た
め
に
唐
に
渡
っ
た
弘
法
大
師
空
海
が
、当
地
の
仏
教
経
典・
儀
軌
類
を
書
写
し
、

日
本
に
随
身
秘
蔵
し
て
き
た
冊
子
本
、国
宝「
三
十
帖
冊
子
」。第
六
世
守
覚
法
親
王
の
時
代
よ
り
京
都・
仁
和
寺
に
て
尊
ば
れ
、

伝
持
さ
れ
て
き
た
同
書
は
、空
海
の
入
唐
中
の
学
問
の
あ
り
か
た
を
伝
え
る
密
教
将
来
の
至
宝
と
し
て
、ま
た
、空
海
や
橘
逸
勢
ほ
か
、

多
く
の
唐
の
写
経
生
が
そ
の
書
写
に
関
わ
り
、か
つ
冊
子
の
か
た
ち
と
し
て
最
も
古
い
装
訂
と
さ
れ
る

粘
葉
装（
で
っち
ょ
う
そ
う
）の
日
本
最
古
の
例
と
し
て
、文
化
財
と
し
て
も
特
筆
す
べき
意
義
を
有
し
てい
る
。

国
宝「
三
十
帖
冊
子
」は
、ど
の
よ
う
に
守
ら
れ
、伝
え
ら
れ
て
き
た
の
か
。

六
か
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
修
理
の
全
容
と
、そ
れ
に
よ
って
見
え
て
き
た
新
知
見
を
多
く
の
カ
ラ
ー
図
版
と
と
も
に
紹
介
。

さ
ら
に
は
、「
三
十
帖
冊
子
」の
伝
来
と
流
転
、奈
良
朝
経
典
訓
読
や
漢
籍
訓
読
の
諸
問
題
、空
海
の
学
問
と
書
、

高
解
像
度
デ
ジ
タル
顕
微
鏡
に
よ
る
料
紙
分
析
と
写
本
学
と
のコ
ラ
ボレ
ー
ション
、文
化
財
修
理
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
等
、

多
角
的
な
観
点
か
ら「
三
十
帖
冊
子
」を
把
捉
す
る
決
定
版
。

掲
載
図
版
点
数
三
〇
〇
点
超
！
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古
典
籍
の

文
献
学

鶴
見
大
学
図
書
館
の
蒐
書
を
巡
る

鶴
見
大
学
図
書
館
の
貴
重
書―

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
◉
伊
倉
史
人

第
一
部…

…

物
語
と
歌
書

伊
勢
物
語
◉
久
保
木
秀
夫

源
氏
物
語―

河
内
本
ま
た
は
別
本
を
含
む
写
本
◉
田
口
暢
之

『
平
家
物
語
』長
門
切―

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
断
簡
を
中
心
に　

付
長
門
切
一
覧
◉
平
藤
幸

改
竄
さ
れ
た
仮
名
遣
い―

契
沖
筆『
古
今
和
歌
集
』と
そ
の
模
刻
◉
加
藤
弓
枝

新
古
今
和
歌
集―

鎌
倉
期
写
の
残
欠
本
◉
田
口
暢
之

十
三
代
集
と
そ
の
周
辺―

「
写
字
台
」旧
蔵
本
と
尊
円
筆『
風
雅
和
歌
集
』◉
石
澤
一
志

御
室
撰
歌
合
と
千
五
百
番
歌
合
◉
田
口
暢
之

鶴
見
大
学
図
書
館
蔵 

伝
後
京
極
良
経
筆 

和
漢
朗
詠
集
に
つ
い
て
◉
山
本
ま
り
子

古
筆
切
・
古
筆
手
鑑
◉
久
保
木
秀
夫

無
訓
の
金
沢
文
庫
切
◉
新
沢
典
子

院
政
期
歌
学
書
の
善
本―

『
俊
頼
髄
脳
』を
中
心
に
◉
伊
倉
史
人

新
収
の
古
今
注―

伝
轉
法
輪
公
敦
筆『
古
今
和
歌
集
注
』の
紹
介
◉
河
田
翔
子

第
二
部…

…

仏
書・漢
籍・洋
学・
ア
ー
カ
イ
ブ

鶴
見
大
学
図
書
館
所
蔵
品
を
と
お
し
て
み
る
本
邦
に
お
け
る
仏
典
の
書
写
・
請
来
・
印
刷
◉
宮
崎
展
昌

聖
教
を
披
き
、「
宝
蔵
」を
思
い
描
く
◉
小
島
裕
子

禅
籍
で
は
じ
ま
る
日
本
出
版
文
化
◉
万
波
寿
子

仏
教
文
化
研
究
所―

總
持
寺
・
瑩
山
禅
師
の
探
求
と
大
遠
忌
関
連
事
業
◉
尾
崎
正
善

鶴
見
大
学
所
蔵
の
中
国
漢
籍―

三
槐
堂
王
乾
宇
刊『
烏
臺
正
譌
凌
雲
詩
経
』◉
金
文
京

開
国
の
足
音―

オ
ー
ル
コ
ッ
ク『
初
学
者
用
日
本
文
法
綱
要
』◉
遠
藤
佳
那
子

で
ん
し
か
し
よ
う
！
◉
大
矢
一
志

『
伊
勢
物
語
』、『
源
氏
物
語
』な
ど
の
物
語
、歌
集
・
歌
学
書
、古
筆
切
、仏
書
、漢
籍
、洋
学
資
料…

。

鶴
見
大
学
図
書
館
で
は
、文
献
資
料
に
基
づ
く
実
証
的
研
究
を
伝
統
と
し
、

そ
の
時
々
の
教
職
員
の
書
物
に
対
す
る
深
い
関
心
と
集
書
へ
の
熱
意
に
よ
っ
て

徐
々
に
貴
重
な
古
典
籍
が
蒐
集
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
全
国
で
も
屈
指
の
収
蔵
点
数
を
誇
っ
て
お
り
、ま
さ
に「
宝
庫
」と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
。

鶴
見
大
学
図
書
館
が
七
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、博
捜
と
収
蔵
に
取
り
組
み
続
け
、

守
り
伝
え
て
き
た
営
為
と
そ
の
魅
力
を
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
紹
介
す
る
。
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疑
問
符
で
読
む
日
本
美
術

？図像
学
入
門

増
補
改
訂
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観
音
に
は
ひ
げ
が
あ
る
？

な
ぜ
絵
巻
は
右
か
ら
左
へ
み
る
の
？

写
生
画
が
写
実
で
は
な
い
？

大
日
如
来
、幽
霊
の
絵
、麗
子
像
な
ど

８
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
を
追
加
し
、増
補
改
訂
版
と
し
て
刊
行
。

絵
画
や
仏
像
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
・
謎
を

図
像
解
釈
学（
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
）か
ら
探
り
、

日
本
美
術
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
提
案
す
る
。

山
本
陽
子
＝
著

（やまもと・ようこ）1955年東京都生まれ。早稲田大学大学院文学研究科（美術史）博士課程後期単位取得。博士（文
学）。明星大学教育学部教授。専門は日本中世絵画史。著書に『絵巻における神と天皇の表現―見えぬように描く』
（中央公論美術出版、2006年）、『絵巻の図像学―「絵そらごと」の表現と発想』（勉誠出版、2012年）、『図像学入
門―疑問符で読む日本美術』（勉誠出版、2015年）、『はじめての日本美術史』（山川出版社、2018年）、『物語る仏
教絵画―童子・死・聖地』（勉誠社、2023年）など。

第
１
章 

釈
迦
の
生
涯

│
仏
像
の
基
本

第
２
章 

仏
像
の
種
類

│
４
つ
の
タ
イ
プ

第
３
章 

曼
荼
羅

│
密
教
世
界
の
地
図

第
４
章 

六
道
輪
廻
と
浄
土

│
人
は
死
ん
だ
ら
ど
こ
へ
ゆ
く
？

第
５
章 

神
々
の
す
が
た

第
６
章 

人
の
か
た
ち

│
肖
像
と
似
会（
に
せ
え
）

第
７
章 

絵
巻
物

│
物
語
を
絵
に
す
る

第
８
章 

山
水
画
と
花
鳥
画

│
神
仏
で
も
人
で
も
な
い
も
の

第
９
章 

浮
世
絵　

第
10
章 

西
洋
絵
画
と
日
本

つ
い
で
の
は
な
し

本書は『図像学入門―疑問符で読む日本美術』
（2015年11月刊行）の増補改訂版です。

美術・仏教

定価2,640円･本体2,400円
四六判並製カバー装・272頁

2024年4月刊行
ISBN978-4-585-37014-7 C0071
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冊
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訂正新版図説書誌学
古典籍を学ぶ
慶應義塾大学附属研究所斯道文庫〈編〉

株式会社勉誠社

Ⅰ
書
物
と
の
対
話―

書
誌
学
研
究
の
視
点

は
じ
め
に―

書
誌
学
と
は

第
一
章 

本
の
姿

表
紙
の
役
割
／
紙
墨
の
表
情
／
書
物
の
形
／
変
化
す
る
書
物

第
二
章 

本
の
様
々

漢
籍
と
和
書
／
漢
字
と
仮
名
／
文
字
と
絵
／
コ
ト
バ
と
モ
ノ

第
三
章 

本
の
誕
生

誕
生
以
前
／
自
筆
本
／
転
写
本
・
影
写
本
・
臨
写
本

第
四
章 

本
の
流
通

版
下
・
校
正
刷
り
／
翻
刻
本
／
摸
刻
本
／
伝
写
本

第
五
章 

版
本
の
時
代

宋
元
版
／
明
清
版
／
朝
鮮
版
・
越
南
版
／
五
山
版
・
古
活
字
版
／
和
刻
本

第
六
章 

本
の
再
生

付
点
・
書
入
れ
・
批
評
／
校
合
／
入
門
書
・
工
具
書

第
七
章 

書
誌
学
の
発
達

目
録
学
の
発
達
／
版
本
学
の
発
達
／
考
証
学
と
近
代

Ⅱ
斯
道
文
庫
の
五
十
年―

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

・
斯
道
文
庫
の
五
十
年

・
書
物
の
収
集
と
保
全

椎
本
文
庫
／
浜
野
文
庫
／
安
井
文
庫
／
坦
堂
文
庫
／
コ
ル
デ
ィ
エ
文
庫
／
亀

井
家
学
文
庫
／
明
治
仏
教
史
編
纂
所
蔵
書
／
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
寄
託

資
料
／
大
曽
根
文
庫
／
河
村
文
庫
／
平
岡
文
庫
／
松
林
桂
月
文
庫
／
林
泰
輔

自
筆
稿
本
類
／
ガ
ス
パ
ル
ド
ヌ
文
庫
／
永
島
文
庫
／
戸
原
文
庫

・
斯
道
文
庫
年
表

・
斯
道
文
庫
蒐
書
の
歴
史

・
出
張
調
査
年
表

・
研
究
事
業
・
研
究
成
果
・
公
開
事
業

執
筆
者
一
覧
／
書
誌
学
用
語
索
引

「
書
物
」と
い
う

文
化
遺
産
の

継
承
の
た
め
に―

有
史
以
来
蓄
積
さ
れ
て
き
た「
書
物
」は
、

人
間
の
英
知
・
思
想
・
思
考
・
情
感
と
い
っ
た
精
神
活
動
が
、

最
も
明
瞭
に
集
約
表
出
さ
れ
た
か
た
ち
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
、

学
術
文
芸
の
遺
産
で
あ
る
。

こ
の「
書
物
」は
、な
ぜ
こ
こ
に
こ
の
よ
う
に
存
在
す
る
の
か―

「
書
物
」と
の
真
摯
な
対
話
に
よ
り
、

過
去
か
ら
現
在
、そ
し
て
未
来
へ
と
連
な
る

人
間
の
知
的
営
み
の一
端
に

自
ら
リ
ン
ク
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

図
説
書
誌
学

古
典
籍
を

学
ぶ

慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
〈
編
〉

昭
和
三
五
年（一九
六
〇
）の
開
設
以
来
、書
誌
学
の
専
門
研
究
所
と
し
て
学
界
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
斯
道
文
庫
所
蔵
の
豊
富
な
古
典
籍
の
中
か
ら
、特
に
書
誌
学
的
観

点
か
ら
重
要
な
も
の
を
選
出
、豊
富
な
カ
ラ
ー
図
版・解
説
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、書

誌
学
の
理
念・プロセス・技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

本
書
の

特
徴

訂
正
新
版
定
価
三
、八
五
〇
円（
税
込
）

本
体
三
、五
〇
〇
円（
＋
税
）

二
〇
二
三
年
一
一
月
刊
行

Ａ
４
判
並
製
カ
バ
ー
装
・
総
カ
ラ
ー
・二
二
四
頁

ISBN
978-4-585-30010-6 C

1500

※

本
書
は『
図
説  

書
誌
学
』（
二
〇
一
〇
年
初
版

発
行
）の
訂
正
新
版
で
す
。訂
正
新
版
刊
行
に
際

し
、誤
字
・
脱
字
等
の
訂
正
を
施
し
ま
し
た
。



か
た
ちと

文
化
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写
本
、

版
本
、

明
治
期
に

作
ら
れ
た
書
籍―

日
本
の
古
い
本
に
は
色
々
な
形
が
あ
り
、

そ
れ
を
構
成
す
る
部
品
、

作
ら
れ
た
時
代
も
様
式
も
様
々
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の「
本
」に
は
何
が
書
か
れ
てい
る
の
か
。

そ
も
そ
も「
本
」の
ど
こ
を

ど
の
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
の
か
。

く
ず
し
字
は
ど
う
読
め
ば
よ
い
？

捺
さ
れ
てい
る
ハンコ
は
何
を
意
味
し
てい
る
の
か
？

表
紙
の
模
様
に
は

ど
の
よ
う
な
意
味
が
隠
さ
れ
てい
る
の
か
？

一
流
の
研
究
者
た
ち
が

丁
寧
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

多
数
の
図
版
と
と
も
に
楽
し
む
、

充
実
の
古
典
籍
・近
代
文
献
の
入
門
書
！

刊
行
に
寄
せ
て…

…
…

渡
部
泰
明

は
じ
め
に―

「
本
」を
学
び
、楽
し
む
た
め
に…

…
…

海
野
圭
介

講
義

1
◎
は
じ
め
て
の
古
典
籍
…
…
…
神
作
研
一

﹇
コ
ラ
ム
﹈亀
甲
パ
ー
レ
ン〔
　
　
〕の
こ
と…

…
…

神
作
研
一

講
義

2
◎
く
ず
し
字

―
昔
の
人
び
と
の
文
字
を
ど
う
読
む
か
…
…
…
粂
汐
里

講
義

3
◎
写
本

―
奥
書
・
識
語
か
ら
本
の
来
歴
と
素
性
を
知
る
…
…
…
海
野
圭
介

﹇
コ
ラ
ム
﹈書
物
を
切
る―

古
筆
切
と
い
う
資
料…

…
…

海
野
圭
介

講
義

4
◎
版
本

―
刊
記
・
奥
付
か
ら
印
刷
文
化
を
探
る
…
…
…
木
越
俊
介

﹇
コ
ラ
ム
﹈国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
複
数
の
画
像
を
比
較
す
る
に
は…

…
…

木
越
俊
介

﹇
コ
ラ
ム
﹈『
彩
画
職
人
部
類
』「
再
刻
」を
検
証
す
る…

…
…

木
越
俊
介

講
義

5
◎
装
訂
と
料
紙

―
本
の「
か
た
ち
」か
ら
何
を
読
み
と
る
か
…
…
…
落
合
博
志

﹇
コ
ラ
ム
﹈写
本
を
模
倣
す
る
古
活
字
版…

…
…

落
合
博
志

﹇
コ
ラ
ム
﹈表
記
は
装
訂
で
す
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漢文・日本語史

日
本
人
は
漢
文
を

ど
う
読
ん
だ
か

 
 

直
読
か
ら
訓
読
へ

日
本
に
お
い
て
古
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

延
々
と
読
み
継
が
れ
て
き
た
漢
文
。

そ
の
読
み
方
に
は

中
国
か
ら
渡
来
し
た
中
国
音
で
読
む〈
直
読
〉、

そ
し
て
、平
安
時
代
に
生
ま
れ
、

漢
文
読
解
の
方
法
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
立
し
た〈
訓
読
〉の

二
種
類
が
存
在
す
る
。

し
か
し
、古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
間
に〈
直
読
〉は
消
え
、

日
本
語
で
読
む〈
訓
読
〉が
も
っ
ぱ
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

な
ぜ
、日
本
で
は〈
訓
読
〉優
位
の
状
況
が
生
じ
た
の
か―

漢
文
を
取
り
巻
く
環
境
を
一
つ
一
つ
分
析
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

〈
直
読
〉か
ら〈
訓
読
〉へ
の
変
化
を
追
い
、

日
本
人
の
漢
字
漢
文
受
容
の
歴
史
を
描
き
だ
す
。

本
書
の
目
的

凡
例

第
一
章
　
直
読
と
訓
読

 
―

現
代
と
平
安
時
代―

第
二
章
　
平
安
時
代
儒
学
界
の
直
読
と
訓
読

 
―

『
宇
津
保
物
語
』と『
北
山
抄
』『
江
家
次
第
』―

第
三
章
　〈
直
読
か
ら
訓
読
へ
〉

 
―

直
読
の
衰
退―

第
四
章
　
平
安
時
代
の
訓
読

 
―

『
白
氏
文
集
』―

第
五
章
　『
宇
津
保
物
語
』
併
存
の
再
検
討

第
六
章
　
平
安
時
代
儒
学
界
と
直
読

第
七
章
　
儒
学
界
と
仏
教
界

第
八
章
　〈
直
読
か
ら
訓
読
へ
〉
の
周
辺
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